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研究要旨：くる病・骨軟化症の診断マニュアルを作成し公表したことに加え、成人 X

染色体優性低リン血症性患者は骨痛などの症状を有しておりよりよい治療法の開発

が必要なこと、一方成人ビタミン D 依存症 2型患者は経口カルシウム製剤のみで治療

可能な場合があることが明らかとなった。 

 

Ａ．研究目的 

くる病・骨軟化症は、コモンディジーズ

ではないため、専門家以外にとっていは診

断が困難と思われる。さらに、特にビタミ

ン D 抵抗性くる病患者の成人後の病態や

治療に関しては、多くの不明な点が残され

ている。そこで本研究では、くる病・骨軟

化症の診断マニュアルの作成と、成人ビタ

ミン D抵抗性くる病患者の病態、治療の検

討をおこなった。 

 

Ｂ．研究方法 

主にエキスパートオピニオンに基づき、く

る病・骨軟化症の診断マニュアルと作成、

公表した。また成人 X染色体優性低リン血

症性患者の病態、成人ビタミン D依存症 2

型患者の病因、治療の検討を行った。 

（倫理面への配慮） 

倫理委員会の承認のもと、本人の了承を得

て行った。 

 

Ｃ．研究結果 

くる病・骨軟化症の診断マニュアルを作

成し公表した。一方、成人 X染色体優性低

リン血症性患者は骨痛などの症状を有し

ておりよりよい治療法の開発が必要なこ

と、成人ビタミン D依存症 2型患者は経口

カルシウム製剤のみで治療可能な場合が

あることが明らかとなった。 

 

Ｄ．考察 

今後作成したくる病・骨軟化症診断マニ

ュアルの検証が必要である。また、ビタミ

ン D 抵抗性くる病患者の成人後の治療に

ついては、さらに検討が必要なことが明ら

かとなった。 

 

Ｅ．結論 

くる病・骨軟化症の病因については、多

くのものが報告されてきた。一方、本症患

者のよりよい管理のためには、さらに検討

が必要である。 
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